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 真空放電（電流の正体は電子、電子線（陰極線）が-極から＋極に直進する）   

１ クルックス管を用いた実験について、次の問いに答えなさい。〔実

験１〕図１の電極ＡＢ間に数万Ｖという大きい電圧をかけて電流を

流すと、金属板の影が見られた。 

〔実験２〕図２の電極ＣＤ間に、実験１と同じように大きな電圧をかけ

ると、蛍光板状に明るいすじが見られた。 

〔実験３〕図２で、さらに電極ＥＦ間に電圧をかけると、明るいすじが

図３のように上向きに曲がった。 

(1) 図１で、＋極は電極Ａ，Ｂのどちらか。 

(2) 実験１で、電極の＋極と－極を図１のときと逆にすると、金属板の

影は見られるか。 

(3) 図２で、電極Ｃ，Ｄは＋極，－極のそれぞれどちらか。 

(4) 実験２で見られる明るいすじは、何という粒の流れでできている

か。 

(5) 実験３から、Ｅ，Ｆのどちらを＋極にしたと考えられるか。 

(6) 実験３から、この明るいすじには、どのような性質があると考えら

れるか。 

(7) この実験で見られた明るいすじのことを何というか。 

(8) このように、圧力が小さな空気中に電流が流れる現象を何という

か。 

 

２ 「電流の正体」について調べるため、次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。次の問いに答えなさい。 

[実験Ⅰ] 乾いたセーターで摩擦したプラスチックの下じきにネオン管を近づけたところ、パチッと音がしてネ

オン管が一瞬だけ点灯した。 

[実験Ⅱ] (ａ)図Ⅰのように、電極Ａを－極に、電極Ｂを＋極につなぎ、クルックス管に高い電圧をかけたとこ

ろ、まっすぐに進む明るい線が蛍光板状に見られた。 

     (ｂ) (ａ)の後、図Ⅱのように、電極Ｃを＋極に、電極Ｄを－極につなぎ、電極Ｃ・Ｄ間にも電圧をか

けたところ、明るい線は上に曲がった。 

     (ｃ) (ｂ)の後、電極Ｃ・Ｄ間に電圧をかけるのをやめ、図Ⅲのように、Ｕ字形磁石をＮ極が手前側に

なるように近づけたところ、明るい線が下に曲がった。 

 

(1) 実験Ⅰにおいて、ネオン管が点灯したのはなぜか。 

(2) 実験Ⅱの(ａ)で見られた明るい線を何というか。 

(3) 実験Ⅱの(ｂ)において、明るい線が上に曲がったのはなぜか。 

(4) 明るい線の正体は何という粒か。 

(5) 実験Ⅱ(ｂ)について、電極Ｃを－極に、電極Ｄを＋極につなぎかえると明るい線はどうなると考えられるか。 

(6) 実験Ⅱの(ｃ)について、Ｕ字形磁石をＳ極が手前側になるように近づけると、明るい線はどうなるか。 
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 解説  

 

 

 

 

 

 解答  

(1) Ｂ (2) 見られない  

(3)電極Ｃ  －極 電極Ｄ  ＋極 (4) 電子 

(5) Ｅ (6) －の電気をおびている。 

(7) 陰極線（電子線） (8) 真空放電  

 

(1) 摩擦によって下じきに生じた電気がネオン管に流れたから。 (2) 陰極線（電子線） 

(3) 陰極線（電子線）は－の電気をもっているから。 (4) 電子 

(5) 下に曲がる。 (6) 上に曲がる。 

 

 


